
珈　
「
為
政
者
は
間
違
え
、
代
償
は
庶
民
が
払
う
」
の

副
題
を
見
て
買
い
求
め
た
。
栗
原
俊
雄『
戦
争
の
教
訓
』

（
実
業
之
日
本
社
、
１
７
６
０
円
）
は
日
本
が
勝
ち
目

の
な
い
戦
争
に
突
っ
込
ん
で
い
っ
た
迷
走
の
足
跡
が
主

題
で
あ
る
。
石
油
と
鉄
（
原
料
屑
鉄
）
の
９
割
以
上
を

米
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
り
な
が
ら
対
米
開
戦
へ
と
突
き

進
む
当
時
の
為
政
者
た
ち
が
悲
劇
と
い
う
よ
り
喜
劇
役

者
の
よ
う
に
見
え
る
。
１
９
４
１
年
６
月
、
日
本
の
仏

印
進
駐
を
受
け
て
米
国
は
石
油
の
対
日
禁
輸
に
踏
み
切

っ
た
が
、
日
本
政
府
に
は
青
天
の�
霹��
靂�
だ
っ
た
と
は
驚

へ
き 
れ
き

き
だ
。
禁
輸
の
可
能
性
を
皆
無
と
見
て
い
た
と
は
…
。

そ
れ
で
も
な
お
半
年
後
に
は
戦
争
を
始
め
て
い
る
。

　

終
戦
交
渉
で
も
為
政
者
の
浅
慮
が
続
く
。
希
望
的
観

測
ば
か
り
用
意
し
て
み
た
り
、
ソ
連
に
仲
介
を
持
ち
か

け
た
り
。
敗
戦
１
カ
月
前
、
面
会
要
求
が
や
っ
と
か
な

い
佐
藤
尚
武
駐
ソ
大
使
が
モ
ロ
ト
フ
外
相
の
部
屋
に
入

っ
た
と
た
ん
に
宣
戦
布
告
を
読
み
上
げ
ら
れ
た
一
幕
な

ど
、
笑
う
に
笑
え
な
い
。
世
界
の
常
識
か
ら
遠
い
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
か
つ
て
の
日
本
を
改
め
て
振
り
返
り
、
為

政
者
は
常
に
間
違
え
る
こ
と
を
胸
に
刻
み
込
む
こ
と
は

い
つ
の
時
代
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

玳　

続
い
て
昭
和
史
を
裏
面
か
ら
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と

に
し
た
。
手
に
取
っ
た
の
は
黒
井
文
太
郎
『
謀
略
の
昭

和
裏
面
史
』（
宝
島
社
新
書
、
９
９
０
円
）で
あ
る
。
事

件
の
裏
に
は
常
に
謀
略
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
か
ら
次

へ
と
描
か
れ
る
。
関
東
軍
の
謀
略
の
背
後
に
大
陸
浪
人
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と
帝
国
陸
軍
が
い
た
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
彼
ら
の
動

き
を
詳
細
に
知
る
と
、
謀
略
を
防
げ
る
と
し
た
ら
天
皇

く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
え
て
く
る
。

　

戦
後
は
戦
後
で
昭
電
疑
獄
、
下
山
事
件
、
三
島
由
紀

夫
自
決
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
な
ど
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
右
翼
、
自

衛
隊
が
絡
み
合
っ
た
事
件
が
頻
発
し
た
。
人
物
で
は
岸

信
介
、
中
曽
根
康
弘
、
児
玉
誉
士
夫
、
笹
川
良
一
、
瀬

島
龍
三
な
ど
が
登
場
し
て
き
て
、
改
め
て
知
る
こ
と
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
も
は
や
歴
史
と
な
っ
た
数
々
の
事

件
が
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
頭
に
入

れ
て
お
く
価
値
が
あ
る
と
思
う
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。

珎　

三
代
目
と
も
な
る
と
沈
下
一
方
と
い
う
の
が
創
業

家
の
習
い
だ
が
、
姻
戚
が
多
い
と
も
つ
れ
る
こ
と
が
必

定
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
高
橋
篤
史
『
亀
裂 
創
業
家
の

悲
劇
』（
講
談
社
、
１
９
８
０
円
）
は
ロ
ッ
テ
（
重
光

家
）、
セ
イ
コ
ー
（
服
部
家
）、
国
際
興
業
（
小
佐
野�

家
）、
ソ
ニ
ー
（
盛
田
家
）
な
ど
骨
肉
の
争
い
を
描
い�

て
出
色
で
あ
る
。
筆
者
が
東
洋
経
済
の
記
者
だ
っ
た
か

ら
言
う
の
で
は
な
い
が
、
８
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
知
ら
れ
ざ

る
内
幕
を
掘
り
起
こ
し
た
取
材
力
は
見
事
で
、
他
人
の

争
い
は
読
み
物
と
し
て
も
面
白
い
。

玻　

田
淵
俊
彦
『
弱
者
の
勝
利
学
』（
方
丈
社
、
１
６

５
０
円
）
は
テ
レ
ビ
東
京
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
世
界
各

地
で
の
貴
重
な
制
作
体
験
を
語
り
つ
つ
、
視
聴
率
、
収

益
力
、
就
職
人
気
な
ど
か
つ
て
の
負
け
組
か
ら
見
事
に

脱
却
し
た
事
情
を
描
い
て
い
る
。
確
か
に
昨
今
の
テ
レ

東
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
番
組
が
多
い
。
不
利
な
条
件
を
逆

手
に
取
っ
て
い
く
工
夫
と
努
力
と
い
う
逆
転
の
発
想
は

大
い
に
参
考
に
な
る
。ち
な
み
に
評
者
の
一
押
し
は「
ニ

ッ
ポ
ン
行
き
た
い
人
応
援
団
」
で
あ
る
。��（
浅
野　
純
次
）
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